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［成果の内容］ 
マニュアルでは、コガタシマトビケラ 1 齢幼虫の性質にあわせて開発した急性毒性試験法

について平易に解説しています。また試験事例として代表的な殺虫剤の 1 齢幼虫に対する毒

性データを紹介しています。マニュアルの主な構成と特徴は以下の通りです。 
１． III 章では、コガタシマトビケラの生態、1 齢幼虫の特徴・性質について概説しています。 
２． IV 章では、試験生物の取り扱いを含めた急性毒性試験法を解説しています。試験する農

薬の性質によって試験法・試験条件を適宜、選択することができます（図１）。また急

性毒性の判定は、水流刺激に対する 1 齢幼虫の伸身開脚反応の有無で判定しますが、そ

の方法及び基準について詳細に解説を行っています（図 2）。 
３． V 章では、開発した急性毒性試験法を用いた試験事例を紹介しています。30 種類の殺虫

剤の 1齢幼虫に対する急性毒性を調べると、既存の試験生物種であるミジンコ類と比べ、

1 齢幼虫に対する急性毒性は、殺虫剤によっては 1,000～100,000 倍も高いことが判明

しました（図 3）。この結果から河川生態系に対する農薬の影響を評価する際に、本種は

有用な試験生物であるといえます。 
 農業環境技術研究所のウェブサイトより、本マニュアルおよび累代飼育法を解説した「コ

ガタシマトビケラの飼育法マニュアル」の電子ファイル（PDF）をダウンロードして入手で

きます。また希望者には印刷物を配布します。 
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コガタシマトビケラ 1 齢幼虫を用いた農薬の 

急性毒性試験法マニュアル 

［要約］ 

コガタシマトビケラ 1齢幼虫を用いた農薬の急性毒性試験法を開発し、マニュアルを作成

しました。河川生態系の一次消費者である水生昆虫を対象として、農薬の生態影響の評価

に利用できます。 

［背景と目的］ 

日本の農薬登録制度では、農薬の生態系への影響を評価する際に、湖沼生態系の一次消費

者を代表するミジンコ類を試験生物種として用いて急性毒性試験を行いますが、水稲用農

薬による汚染が懸念される河川生態系の一次消費者に対する影響を適切に評価できる試

験生物種と試験法は確立されていません。そこで日本の河川において重要な一次消費者で

ある水生昆虫のコガタシマトビケラに着目して、感受性の高い 1 齢幼虫を用いた農薬の急

性毒性試験法を開発し、マニュアルを作成しました。 

− 2−



0.1 1 10 100 1000 10000 100000 1000000

48h EC50 (µg/L)

ジクロルボス
フェントエート
トリクロルホン
ダイアジノン

マラソン
フェンチオン

フェニトロチオン
カルボスルファン

カルバリル
メソミル

ベンフラカルブ
フェノブカルブ
チオジカルブ

XMC
エトフェンプロックス

ペルメトリン
シラフルオフェン

カルタップ
ベンスルタップ
チオシクラム
チアクロプリド
アセタミプリド

イミダクロプリド
ニテンピラム

クロチアニジン
ジノテフラン

ブプロフェジン
テブフェノジド
フィプロニル
ピメトロジン

有機リン系

カーバメート系

ピレスロイド系

ネライストキシン系

昆虫成長制御剤

ネオニコチ
ノイド系

0.1 1 10 100 1000 10000 100000 1000000

48h EC50 (µg/L)

ジクロルボス
フェントエート
トリクロルホン
ダイアジノン

マラソン
フェンチオン

フェニトロチオン
カルボスルファン

カルバリル
メソミル

ベンフラカルブ
フェノブカルブ
チオジカルブ

XMC
エトフェンプロックス

ペルメトリン
シラフルオフェン

カルタップ
ベンスルタップ
チオシクラム
チアクロプリド
アセタミプリド

イミダクロプリド
ニテンピラム

クロチアニジン
ジノテフラン

ブプロフェジン
テブフェノジド
フィプロニル
ピメトロジン

有機リン系

カーバメート系

ピレスロイド系

ネライストキシン系

昆虫成長制御剤

0.1 1 10 100 1000 10000 100000 1000000

ジクロルボス
フェントエート
トリクロルホン
ダイアジノン

マラソン
フェンチオン

フェニトロチオン
カルボスルファン

カルバリル
メソミル

ベンフラカルブ
フェノブカルブ
チオジカルブ

XMC
エトフェンプロックス

ペルメトリン
シラフルオフェン

カルタップ
ベンスルタップ
チオシクラム
チアクロプリド
アセタミプリド

イミダクロプリド
ニテンピラム

クロチアニジン
ジノテフラン

ブプロフェジン
テブフェノジド
フィプロニル
ピメトロジン

有機リン系

カーバメート系

ピレスロイド系

ネライストキシン系

昆虫成長制御剤

ネオニコチ
ノイド系

図 2 試験個体に対する農薬の急性毒性の

判定フローチャート

試験液をピペットで攪拌して水流刺激を与え

て判断します。 

正常（農薬の影響なし）：伸身・開脚反応を

示す。また、遊泳やほふくしている個体も

正常です。 

異常（農薬の影響あり）：死亡（全く動かな

い）、ひん死（けいれん、まひ症状） 

図 3 殺虫剤のコガタシ

マトビケラ 1 齢幼虫に

対する急性毒性
48h EC50 ，48 時間で半数の試験

個体に影響を与える濃度 

●，コガタシマトビケラ 

○，ミジンコ類（文献値） 

→，48h EC50値がそれ以上 

●と○の間隔が大きいほ

どコガタシマトビケラと

ミジンコ類との感受性差

が大きいことを示します。

殺虫剤によっては、コガタ

シマトビケラの感受性は

既存の試験生物種である

ミジンコ類と大きく異な

ります。 

図 1 コガタシマトビケラ 1 齢幼虫を用

いた急性毒性試験の流れ

被験物質（農薬）の性質（水中光分解性や
水-オクタノール分配係数）によって、試験法
を選択します。 

光分解しやすい農薬は、非底面照射式試験
法、それ以外は底面連続光照射式試験法を適
用します。後者は幼虫の正の走光性を利用し
て、個体が液面に浮上するのを防止します。

試験の観察は、図 2 のフローチャートを参
照してください。 
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